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けやき祭を終えて part 3 
今回はけやき祭の振り返りの中から C 組 2 名の作文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週・再来週の予定 １１月 

 行  事 

18 月 ①防災マップ作りガイダンス 25 月 生徒会朝礼 
①職業講話・体験事後学習 

19 火  26 火  

20 水 
校内研修 

部活動再登校 16:10 
27 水 職員会議 部活動再登校 16：10 

21 木  28 木  

22 金 ⑤⑥職業講話・体験(1) 
校外学習(2) 

29 金 ⑤⑥防災マップづくり 

11 月 16 日(土)21 時頃、みんなで月を見よう！ 

ケヤキと友に 

 『一祭合祭～目指せ頂点 見せつけろ清二魂～』                 
 1 年 C 組のみんなの歌声が鳴り響く体育館。心を高ぶらせ、全力で声を出す。それぞれの目標を達

成するために。 
 音楽の時間。けやき祭に向けての練習が始まった。「Let’s Search for Tomorrow」「怪獣のバラー

ド」この 2 曲の練習が始まる。指揮者、伴奏者、パートを決め、お手本の音を聞きながらソプラノの

仲間と共に歌った。私は、一人で歌うことが多かったため友達と共に歌うことは、こんなに楽しいこ

となんだと改めて思った。パートに分かれて練習し続け、録音することになった。しかし、パート内

で声がそろっていても、全体では速さ、声量、テンポなどそろっていないことが多かった。まだまだ

練習しないとと、少し焦った。その後、家でタブレットを使い、練習を重ねた。朝練、放課後練が始

まる。全体の練習量が増えた時、私にクラスのためにできることは何だろう、クラスの一員として努

力しなきゃ、そんなことを考えるようになった。一日、一日とけやき祭当日に近づいていった。 
 けやき祭当日、朝から心臓の音が体に響いていた。最後の練習。本番と同じように歌った。けやき

祭が始まった。学年合唱が終わり、A 組の合唱が始まった。ライトが当たり、まぶしく感じる。他の

クラスに負けない、緊張で声が押しつぶされるより全力で楽しむ、そう心に決めた。「C 組は登壇し

てください。」その声が心に響いた。まぶしい光に照らされながら、今までの練習の成果を声にのせ

た。このメンバーでこの曲を歌う最後の機会。全力で楽しみ、歌った。 
 結果、銅賞…。だけど、私の心に悔いは残っていない。けやき祭は 1 人じゃできない。共に歌う仲

間、指揮、伴奏者、聴く人、たくさんの人がいるからこの場所に立てる。努力もできると知った。私

は恵まれている。そう思った。少し悲しい結果だった。だからこそ来年はリベンジしたい。来年も強

い心をもってステージに立つ。そう決心した。 
 

『けやき祭までの道のり』                            
 けやき祭。その一日の為に、クラスのみんなと練習してきた。私は、課題曲「Let’s Search for 
Tomorrow」の伴奏者に選ばれた。ピアノ経験は浅く、最初はとても不安だった。練習するたびに、

課題は増えていき、やる気を失う時もあった。人より譜読みは遅いし、リズム感もないので、人一倍

頑張ろうと決めた。けやき祭が近くなると、朝練、放課後練習が始まった。課題曲はサビからの強弱

や、クレッシェンドがあり、なかなかそろわなかった。音楽の授業や、先生からのアドバイスを聞き、

一つずつ合わせていくと、一体感がでてきて、伴奏にも自信がついた。自由曲「怪獣のバラード」の

練習では、テンポが速くて指揮となかなか合わなかった。テンポ係と一緒に合わせながら歌い、不安

な部分をたくさん練習した。伸ばすところをしっかり伸ばす、強くするなど、一人一人が意識してや

っても、みんなでやらないと意味がないと練習の中で、改めて分かった。 
 けやき祭当日。この日の為に頑張ってきた。あとは練習通りに行うだけ。C 組の出番になると、心

臓がバクバクして飛び出そうだった。本番は、一番納得のいく合唱だったと思う。伴奏で、一部失敗

してしまい悔しかったけれど、とてもうまくいった。結果は銅賞で終わってしまったけれど、けやき

祭はとてもいい思い出になった。大勢の人と同じ目標で何かをすることがあまりなく、いい経験にな

ったと思う。不安なこともあったけど、みんなでとても楽しくできた。来年のけやき祭では、もっと

曲のレベルが高くなっていると思うけど、次は金賞を取りたい。 

 

 
 

～千年の時を超えて～ 

この歌が藤原道長によって詠まれたのは、寛仁２年 10 月
16 日(1018 年 11 月 26 日)でした。今年の 11 月 16日の 21 時
頃、道長が望月の歌を詠んだときに見た月とほぼ同じ形の月
が見られます。 

NHK 大河ドラマ『光る君へ』の中では、翌日、17 日にこ
の歌が詠まれます。 

1000 年以上前に道長も、ひょっとすると、紫式部も眺め
ていたかもしれない満月をみんなで見よう。 
晴れますように！ 

出典：平塚市博物館「＃道長と同じ月をみあげよう」 

11月１日(金)実施 週テスト(社会) 満点者 ２７名 

A 組： ８名 

 

B 組： １２名 

 

C 組： ７名 

  

この世をば 我が世とぞ思う 望月の 
     欠けたることも 無しと思へば 


